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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

 

回次
第137期
第１四半期
連結累計期間

第138期
第１四半期
連結累計期間

第137期

会計期間
自 平成28年４月１日

至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日

至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日

至 平成29年３月31日

売上高 （百万円） 54,725 61,059 260,204

経常利益 （百万円） 1,815 2,927 13,427

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 728 1,588 8,665

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △1,274 3,268 9,339

純資産額 （百万円） 101,932 113,230 111,574

総資産額 （百万円） 206,545 232,639 234,716

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 9.91 21.60 117.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 9.88 21.54 117.49

自己資本比率 （％） 48.2 47.7 46.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 7,578 △2,979 23,528

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 412 △2,349 2,329

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △1,222 7,301 △6,079

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 33,659 48,353 46,556
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業

の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度に係る有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はあり

ません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等は行われてお

りません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断し

たものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内の各種政策効果を背景に、企業収益

や雇用・所得環境は改善し、設備投資は引き続き持ち直しの動きが見られるなど、国内景気は

緩やかな回復基調が継続しました。

建設業界および当社関連の空調業界におきましては、都市部の再開発案件が本格化するな

ど、公共投資および民間設備投資ともに建設需要は堅調に推移しました。

このような経営環境のもと、当社およびグループ各社は本年４月を初年度とする新中期経営

計画に基づき、グループの総力を挙げて利益重視の徹底ならびに生産性向上に取り組んでまい

りました結果、当第１四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。

受注高は、71,166百万円（前年同四半期比△13.5％）となり、売上高は61,059百万円（前年

同四半期比＋11.6％）となりました。

営業利益は2,570百万円（前年同四半期比＋83.8％）、経常利益は2,927百万円（前年同四半

期比＋61.3％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,588百万円（前年同四半期比＋

118.1％）となりました。
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セグメントごとの業績は次のとおりであります。（セグメントごとの業績については、セグ

メント間の内部売上高等を含めて記載しております。）

（設備工事事業）

売上高は59,426百万円（前年同四半期比＋11.9％）、セグメント利益（営業利益）は

2,521百万円（前年同四半期比＋74.0％）となりました。

（設備機器の製造・販売事業）

売上高は1,957百万円（前年同四半期比＋0.8％）、セグメント損失（営業損失）は１百万

円（前年同四半期はセグメント損失69百万円）となりました。

（その他）

売上高は75百万円（前年同四半期比＋3.6％）、セグメント利益（営業利益）は45百万円

（前年同四半期比＋11.1％）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形・完成工事未収入金等が減少した

ことなどにより、前連結会計年度末に比べて2,076百万円減少し、232,639百万円となりまし

た。

負債合計は、支払手形・工事未払金等が減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

て3,733百万円減少し、119,408百万円となりました。

また、純資産合計は、その他有価証券評価差額金が増加したことなどにより、前連結会計年

度末に比べて1,656百万円増加し、113,230百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における「現金及び現金同等物」は、前連結会計年度末に比べ

て1,797百万円増加し、48,353百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,979百万円の支出（前年同四半期は7,578百万円

の収入）となりました。これは主に未払消費税等の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、2,349百万円の支出（前年同四半期は412百万円の

収入）となりました。これは主に有形及び無形固定資産の取得による支出によるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、7,301百万円の収入（前年同四半期は1,222百万円

の支出）となりました。これは主に社債の発行による収入によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

前事業年度に係る有価証券報告書提出日以降、当第１四半期連結累計期間において、重要な

変更または新たに発生した事項等はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針を定めてお

り、その内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。
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① 基本方針の内容の概要

当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解

し、当社が企業価値ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを

可能とする者である必要があると考えております。

当社は、創業以来、「最高の品質創り、特色ある技術開発、人材育成」という経営理念に基

づき、一般空調、工場空調、地域冷暖房施設、原子力関連の空調設備、除湿設備など 「熱と

空気に関するエンジニアリング」を中心とした建築設備工事業を営んでおり、これらについ

て、独自の技術によって安全かつ高品質なサービスを提供し続けることにより、企業価値・株

主共同の利益の確保・向上に努めてまいりました。

そして、当社の企業価値の源泉は、①高い技術力・開発力を持つ個々の社員と個々の社員の

能力に基づく最先端かつ独創的な技術力・開発力、②空調・熱源設備の施工業者として蓄積し

てきたノウハウや実績、③長年にわたり培ってきた事業会社などの顧客や高い施工能力を有す

る協力会社との信頼関係、および④顧客重視・現場重視の企業文化および健全な財務体質を継

続的に維持することによる優良な顧客の開拓・維持などにあります。

当社は、株式の大量買付であっても、当社の企業価値・株主共同の利益に資するものであれ

ば、これを一概に否定するものではありません。また、株式会社の支配権の移転を伴う買収提

案についての判断は、最終的には株主全体の意思に基づき行われるべきものと考えておりま

す。しかしながら、株式の大量買付の中には、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さな

いものも少なくありません。そして、当社株式の大量買付を行う者が上記の当社の企業価値の

源泉を理解し、中長期的に確保し、向上させられる者でない場合には、当社の企業価値ひいて

は株主共同の利益は毀損されることになります。

当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社

の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えます。
　

② 基本方針実現のための取組みの具体的な内容の概要

基本方針の実現に資する特別な取組みの概要

当社は、当社が企業価値ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していく

ことを実現するために、平成26年２月、平成35年の創立100周年に向けた長期経営構想「GReeN

PR!DE100」を策定し、「ビルライフサイクルをフルカバーするワンストップサービスシステム

の構築」「既存グローバル市場の攻略深化と新市場への進出・展開」「熱・エネルギーに関わ

る新たな事業領域・ストックビジネスへの進出」「高砂ドメインの技術に派生する新規事業の

開発、起業」を成長戦略としております。その第１ステップ「変革の基礎づくり」と位置づけ

た平成26年４月からの３か年中期経営計画「iNnovate on 2016」を開始し、「顧客最優先」

「現場第一主義」の考えに基づき、「現場力の強化」「人財育成至上主義」「安定的な収益確

保」を重点取組課題として、グループの総力を挙げて採算性重視の受注活動を推進するととも

に重点分野への経営資源集中により、収益の拡大と持続的な成長を実現すべく事業構造改革を

進めてまいりました。そして、当該３か年の成果を踏まえ、引き続き長期経営構想の実現に向

かって、平成29年４月からの３か年を「成長に向けた変革の断行」とする新たな中期経営計画

「iNnovate on 2019 just move on!」を策定し、取り組んでおります。
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コーポレート・ガバナンスにつきましては、取締役の人数適正化・任期短縮を行うととも

に、経営の意思決定・監督機能と業務執行機能を明確にし、迅速かつ機動的な経営を行うた

め、執行役員制度を導入しております。当社は、業務執行部門である取締役および執行役員が

機動的な業務執行を行うこと、また、監査役、会計監査人および内部監査室が相互に連携をと

り、実効性のある監査を行うことにより経営の透明性を高めております。具体的には、取締役

会の監督機能を強化すべく取締役９名のうち３名を、独立性を有する社外取締役とし、また、

監査機能を強化すべく監査役５名のうち３名を、独立性を有する社外監査役としております。

平成27年４月１日以降、会社法および関連法務省令の改正ならびにコーポレートガバナン

ス・コードの適用等を踏まえ、経営体制の整備、強化に取り組んでおります。更なる迅速かつ

機動的な経営を行うとともに経営監督機能を強化するため、金額的に軽微な一定程度の事項に

ついては経営会議に委任しております。併せて、企業集団を横断した内部統制システムの充実

強化を目的に、内部統制委員会を設置しております。また、当社は、任意の委員会として指名

報酬委員会を設置しておりますところ、客観性・透明性を高めるために委員の過半数となる３

名が社外取締役で構成されており、当該委員会における審議を経て、取締役会の決議により取

締役候補および監査役候補の指名、取締役の報酬等の決定、ならびに子会社の役員等の候補の

指名を行うこととしております。また、取締役の報酬について、株主との認識等を合わせるべ

く、制度を変更しております。取締役および監査役は、弁護士等の社外専門家によるコーポ

レート・ガバナンスやコンプライアンス、国際事業に関する法的リスク等に関する研修、なら

びに新任取締役候補および新任監査役候補は就任前に法令等に関する研修をそれぞれ受講する

など、研鑽に努めております。また、各取締役は自己評価を行うとともに、代表取締役は社外

取締役および社外監査役で構成されるアドバイザリー会議において、直接当該自己評価内容に

関する指摘、意見を受けた後、取締役会全体として実効性について分析および評価を行ってお

ります。さらに、代表取締役および取締役は、機関投資家および個人投資家を対象に、決算・

中期経営計画や会社に関する説明会等を通じて株主との建設的な対話に努めております。この

ほか、株主の視点に立ち、株主総会における権利行使にかかる適切な環境整備に取り組んでお

ります。

当社は、引き続き、コーポレート・ガバナンスの強化を経営の重要課題の一つと捉え、実効

的なコーポレート・ガバナンスの実践を通じて、持続的な成長および中長期的な企業価値の向

上に取り組んでまいります。
　

③ 具体的取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

上記②に記載した企業価値向上のための取組みやコーポレート・ガバナンスの強化といった

各施策は、当社の企業価値・株主共同の利益を継続的かつ持続的に向上させるための具体的方

策として策定されたものであり、まさに当社の基本方針の実現に資するものです。従って、こ

れらの施策は、基本方針に沿い、当社の株主共同の利益に合致するものであり、当社の会社役

員の地位の維持を目的とするものではありません。
　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は、195百万

円であります。
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(6) 受注の実績

当第１四半期連結累計期間における受注の状況は次のとおりであります。

セグメントの名称

前第１四半期連結累計期間

　（自　平成28年４月１日

　　至　平成28年６月30日）

(百万円)

当第１四半期連結累計期間

　（自　平成29年４月１日　

　　至　平成29年６月30日）

(百万円)

前年同四半期比
(％)

設備工事事業 80,198 69,354 △13.5

設備機器の製造・販売事業 1,993 1,738 △12.8

その他 70 73 3.7

合　　計 82,263 71,166 △13.5

(うち海外) (23,734) (5,890) (△75.2)

(うち保守・メンテンナス) (6,167) (6,068) (△1.6)
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第３ 【提出会社の状況】

 

 
１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 

② 【発行済株式】
 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月７日)

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 82,765,768 82,765,768
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 82,765,768 82,765,768 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年６月30日 － 82,765 － 13,134 － 12,853
 

 

(6) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間末現在の大株主の状況については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができませんので、直前の基準日である平成29年３月31日の株主名簿に

より記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

8,952,200
(相互保有株式)
普通株式

777,300

 
 
－
 
 
－

 
 
－
 
 
－

完全議決権株式(その他)
普通株式

72,946,400 729,464
－

単元未満株式
普通株式

89,868
－ －

発行済株式総数 82,765,768 － －

総株主の議決権 － 729,464 －
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式60株を含めております。

 

② 【自己株式等】

平成29年３月31日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
高砂熱学工業株式会社

東京都新宿区新宿６丁目27
番30号

8,952,200 － 8,952,200 10.81

(相互保有株式)
日本設備工業株式会社

東京都千代田区大手町１丁
目７番２号

777,300 － 777,300 0.93

計 － 9,729,500 － 9,729,500 11.75
 

（注） 発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第１四半期累計期間における役員の異動はありませ

ん。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号。以下、「四半期連結財務諸表規則」といいます。）に準拠して作成

し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

を作成しております。

 
２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29

年４月１日から平成29年６月30日まで）および第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半

期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】
           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 47,075 49,052

  受取手形・完成工事未収入金等 107,392 96,239

  電子記録債権 9,559 11,659

  未成工事支出金等 ※1  3,358 ※1  4,016

  その他 7,005 7,408

  貸倒引当金 △210 △106

  流動資産合計 174,181 168,268

 固定資産   

  有形固定資産 6,966 8,291

  無形固定資産 714 714

  投資その他の資産   

   投資有価証券 41,376 44,059

   退職給付に係る資産 2,612 2,629

   その他 10,179 10,072

   貸倒引当金 △1,314 △1,395

   投資その他の資産合計 52,854 55,365

  固定資産合計 60,534 64,371

 資産合計 234,716 232,639
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 57,096 52,746

  短期借入金 5,527 4,494

  未払金 27,824 23,570

  未払法人税等 4,310 1,082

  未成工事受入金 5,401 6,111

  工事損失引当金 1,993 1,611

  引当金 929 717

  その他 12,997 11,574

  流動負債合計 116,080 101,909

 固定負債   

  社債 － 10,000

  退職給付に係る負債 1,316 1,059

  役員退職慰労引当金 8 4

  繰延税金負債 5,166 5,916

  その他 570 517

  固定負債合計 7,061 17,498

 負債合計 123,141 119,408

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 13,134 13,134

  資本剰余金 12,854 12,855

  利益剰余金 80,767 80,732

  自己株式 △8,850 △8,823

  株主資本合計 97,906 97,899

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 11,603 13,269

  為替換算調整勘定 △191 △305

  退職給付に係る調整累計額 64 129

  その他の包括利益累計額合計 11,476 13,093

 新株予約権 218 203

 非支配株主持分 1,972 2,034

 純資産合計 111,574 113,230

負債純資産合計 234,716 232,639
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 54,725 61,059

売上原価 48,180 53,317

売上総利益 6,545 7,741

販売費及び一般管理費   

 従業員給料手当 1,901 2,011

 退職給付費用 91 97

 その他 3,154 3,061

 販売費及び一般管理費合計 5,146 5,170

営業利益 1,398 2,570

営業外収益   

 受取利息 31 39

 受取配当金 322 311

 保険配当金 134 127

 持分法による投資利益 23 －

 不動産賃貸料 111 119

 為替差益 － 1

 その他 36 55

 営業外収益合計 660 654

営業外費用   

 支払利息 16 30

 社債発行費 － 70

 持分法による投資損失 － 21

 債務保証損失引当金繰入額 39 －

 貸倒引当金繰入額 1 67

 不動産賃貸費用 86 83

 為替差損 82 －

 その他 16 24

 営業外費用合計 243 297

経常利益 1,815 2,927

特別利益   

 投資有価証券売却益 45 －

 特別利益合計 45 －

特別損失   

 投資有価証券評価損 185 207

 その他 0 11

 特別損失合計 185 219

税金等調整前四半期純利益 1,675 2,707

法人税、住民税及び事業税 908 1,019

法人税等合計 908 1,019

四半期純利益 766 1,688

非支配株主に帰属する四半期純利益 37 99

親会社株主に帰属する四半期純利益 728 1,588
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 766 1,688

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,528 1,652

 為替換算調整勘定 △293 △151

 退職給付に係る調整額 30 67

 持分法適用会社に対する持分相当額 △249 12

 その他の包括利益合計 △2,040 1,580

四半期包括利益 △1,274 3,268

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,317 3,206

 非支配株主に係る四半期包括利益 42 62
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,675 2,707

 減価償却費 189 164

 のれん償却額 13 －

 工事損失引当金の増減額（△は減少） △87 △379

 債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 39 －

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1 △3

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 58 80

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 46 △257

 受取利息及び受取配当金 △354 △350

 支払利息 16 30

 社債発行費 － 70

 投資有価証券売却損益（△は益） △45 －

 投資有価証券評価損益（△は益） 185 207

 持分法による投資損益（△は益） △23 21

 売上債権の増減額（△は増加） 21,087 9,026

 未成工事支出金等の増減額（△は増加） △460 △656

 仕入債務の増減額（△は減少） △10,838 △3,219

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 734 730

 未収消費税等の増減額（△は増加） 23 △694

 未払消費税等の増減額（△は減少） 1,578 △4,033

 その他 △4,448 △2,871

 小計 9,389 571

 利息及び配当金の受取額 391 387

 利息の支払額 △15 △19

 法人税等の支払額 △2,242 △3,918

 法人税等の還付額 55 0

 営業活動によるキャッシュ・フロー 7,578 △2,979

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △180 △178

 定期預金の払戻による収入 672 －

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △100 △1,634

 投資有価証券の取得による支出 △1 △556

 その他の支出 △207 △76

 その他の収入 230 96

 投資活動によるキャッシュ・フロー 412 △2,349
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           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △52 △983

 長期借入金の返済による支出 △8 －

 リース債務の返済による支出 △19 △19

 社債の発行による収入 － 9,929

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 配当金の支払額 △1,143 △1,623

 その他 － 0

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,222 7,301

現金及び現金同等物に係る換算差額 △156 △175

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,611 1,797

現金及び現金同等物の期首残高 26,342 46,556

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 705 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  33,659 ※1  48,353
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 
（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第１四半期連結累計期間

(自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を使用する方法によって計算しております。

ただし、税引前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を使用する方法に

よって計算しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 未成工事支出金等

未成工事支出金等に属する資産の科目およびその金額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

未成工事支出金 2,386百万円 2,820百万円

商品及び製品 409 533 

仕掛品 48 39 

材料貯蔵品 515 623 

計 3,358 4,016 
 

 

 ２ 保証債務

①連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。
 
 

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

タカサゴエンジニアリング

インディアPvt.Ltd.
－百万円 207百万円

計 －  207  
 

　

②連結会社以外の会社の工事請負に係る金融機関の工事履行保証に対して、債務保証を行っ

ております。

 
 

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

タカサゴエンジニアリング

インディアPvt.Ltd.
72百万円 －百万円

PT.タカサゴインドネシア －  10  
計 72  10  

 

 
 ３ 貸出コミットメント契約

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取

引金融機関６社と貸出コミットメント契約を締結してお

ります。

貸出コミットメント契約の総額は3,000百万円で当連結会

計年度末の実行残高はありません。

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取

引金融機関６社と貸出コミットメント契約を締結してお

ります。

貸出コミットメント契約の総額は3,000百万円で当第１四

半期連結会計期間末の実行残高はありません。
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(四半期連結損益計算書関係)

売上高の季節的変動
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年６月30日)

当社グループの売上高は、主たる事業である設備工事事

業において、工事の完成引渡しが第４四半期連結会計期

間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第

３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四半

期連結会計期間に売上高が著しく多くなるといった季節

的変動があります。

同左

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の当第１四半期連結累計期間末残高と当第１四半期連結貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

現金預金 35,248百万円 49,052百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,588 △698 

現金及び現金同等物 33,659 48,353 
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,143百万円 15円50銭 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連

結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間 (自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,623百万円 22円00銭 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連

結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間 (自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１  報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

設備工事
事業

設備機器の
製造・販売
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 53,091 1,563 54,654 70 54,725 － 54,725

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

7 378 385 2 387 △387 －

計 53,098 1,941 55,040 72 55,112 △387 54,725

セグメント利益又は損失(△) 1,449 △69 1,379 40 1,420 △21 1,398
 

(注) １「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の売買・賃貸、保険代理店

等の事業であります。

２ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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当第１四半期連結累計期間 (自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１  報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

設備工事
事業

設備機器の
製造・販売
事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 59,423 1,561 60,985 73 61,059 － 61,059

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

2 395 398 2 400 △400 －

計 59,426 1,957 61,384 75 61,459 △400 61,059

セグメント利益又は損失(△) 2,521 △1 2,519 45 2,565 5 2,570
 

(注) １「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の売買・賃貸、保険代理店

等の事業であります。

２ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎ならびに潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額  ９円91銭 21円60銭

 (算定上の基礎)    

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額 (百万円) 728 1,588

 普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益金額

(百万円) 728 1,588

 普通株式の期中平均株式数 (株) 73,525,816 73,560,514

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額  ９円88銭 21円54銭

 (算定上の基礎)    

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額 (百万円) － －

 普通株式増加数 (株) 197,654 221,047

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四半
期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

  該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月７日

高砂熱学工業株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   金   塚   厚   樹   ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   木   村   純   一   ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている高砂熱学工業株

式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、高砂熱学工業株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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